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エネルギーをとりまく状況 

電力需給のアンバランス化 

電気を消費する機器の増大 

IT技術の進化 
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新しい技術を用い、人間ががまんせずに 

エネルギー、特に電力消費を抑制すること
はできないだろうか。 
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311後 
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ガラパコス化する日本? 
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世界の経済＋技術における変化 
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この変化にどう対応する？ 

ものづくりを中心とした優秀な日本 

でも、世界の進化から断絶していない 

だろうか？ 

HTML5化、SNS、Gmailのビジネス活用や、
Facebookのビジネス活用 

新たな潮流を活用できているだろうか？ 
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HEMS (Home Energy Management System)  ⇒ スマートハウス 
 
            註： エコーネット(ECHONET) とは日本発 
        国際化を目指す家電同士の通信規格 

 
HEMSが対象とする機器のイメージ 
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JSCA国際標準化WGスマートハウス標
準化検討会 

HEMS-TFの経緯と状況 
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世界の動き 
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競合する標準の存在 

KNX 

ZigBee SEP 
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Smart Gridをにらみ、 

多数の標準が提唱されている 
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神奈川工科大学におけるとりくみ 
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経産省補助事業実施体制 
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NEPC（一般社団法人新エネルギー導入促進協議会） 

経済産業省  

ECHONET 

コンソーシアム IAE 
（財団法人エネルギー総合工学研究所） 

（書類とりまとめ） 

神奈川工科大学 
（スマートハウス） 

早稲田 

（スマートメータ） 

規格制定・普及の業界団体 

スマートハウス標準化WG 

 機器認証試験支援環境構築 

 機器開発キット整備 

 運用ガイドライン整備 

 発電送電系統との需給調整の研究 
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今回の事業名：スマートハウス国際標準化技術実証事業 

「エネルギーマネジメントシステム標準化における接続・制御技術実証事業」 

① ECHONET Lite 相互接続環境（認証センター）の整備 

③ 安全性等を考慮したHEMS及び接続機器の運用ルール 
  ガイドラインの策定支援 

② 新規参入事業者向けのHEMS開発支援キットの開発 

（３）公知な標準インタフェースを活用した相互接続検証の環境整備 

（２）デマンドレスポンス実現に向けた国際標準化に係わる先端研究 

達成目標： 

テーマは３つ 

補助事業で神奈川工科大学が実施すること 
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３つのテーマのために提供する機能 
 相互接続確認用のプラグフェスタの場の提供 

 多様なメーカーが持ち込んで相互に接続テストを行う場の提供 

 メーカー持込によるテスト環境と場の提供 

 ECHONETの標準的な構成での動作テスト，ログ環境の場と環境を提供 

 各社持ち込みやセンター収集による既存の販売製品や機材の置き場 

 要望があれば一時的な公開対応も行う 

 ECHONET認証手続きのための自己認証試験の支援 

 認証手順に従った自己認証サポート 

 

 各社の開発支援キットのダウンロード場所と標準的な無料キットの提供 

 各社作成の開発支援キット（SDK，ライブラリ，デバッガ等）の配布用ホームページ 

 

 機能が円滑に，かつ安全に実施されるための運用ルール作成 

 新規参入業者の教育や支援 

 家電メーカーだけでなく工務店や電気工事業者などの参入 
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エコーネット機器開発の現状と課題 

認証のための試験
は自己認証のため，
中小企業では困難 

試験の場所，通信相
手の確保が困難 

 

開発キットの不足に
よる開発の足踏み 

ライブラリ，デバッガ 
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機器開発 

機器の商品化（ロゴ認証）の流れ 

ECHONETコンソーシアムへ加入 
・メーカーコード取得 
・認証仕様書の取得 

プラグフェスタへの参加 

開発メーカによる自己認証 

自己認証の結果を第三者認証機関へ提出 

ロゴ登録証の発行（認証） 

商品へのロゴ貼り付け 

商品販売 
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認証試験支援センター 
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新たにHEMS開発参入する際の悩み 

ソフトウェア開発（プロジェクト立ち上げ時期） 

 

 

 

ハードウェア開発（製品化の時期） 
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• 企画書の理解の仕方はあっているのか不安 
• プロジェクト立ち上げの初期投資を抑えたい 
• 試作品を開発するための工数は削りたい 
• HWは分野外でクラウドサービスのみ開発したい 

• 通信テスト時の対抗機も開発する？ 
• 規格通り開発したつもりだが不安！ 
• 実際の試験のために様々な製品を購入する？ 
• 複数のメーカーが同時に接続されるとどうなる？ 
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①サービス提供企業向け：HEMS機器やサービスの実機検討用スペースの提供、

ECHONET関連企業をつなぐ情報配信の場 

②機器開発企業向け：常設のプラグフェスタ会場の提供、ソフトウェア開発を用意にす

るキットの提供、開発業者向けの技術コンサルタントや認証機関の紹介 

認証試験支援センターの提供機能 
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センター完成イメージ図  
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試験室の基本構成 
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至
管
理
室 配電盤 

試験 
端末 

ルーター 

ハブ 

デバイス 

コントローラ 

IPパケット 
モニタ 

LAN 

安全管理
システム 

監視カメラ 

デバイスを持ち込んでテスト可能な場所と機器を提供いたします 
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試験室外観 
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インフラ管理システム 
部屋状況表示盤 
（水道使用状況（A,D1） 
ガス使用状況（A,D1）， 
試験中確認， 
試験内容確認） 

のぞき窓 
（内側にカーテン） 

表示板 

至
管
理
室 

試験室A 

試験中に伴う安全と秘密を考慮した設備を提供します 
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開発支援キット 
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ECHONET Lite 
ミドルウェアアダプタ 

IP 

ECHONET Lite 
レディ機器 

アプリケーション 

ECHONET Lite 
プロトコルスタック 

ECHONET Lite 
プロトコルスタック 

ECHONET Lite 
GW，コントローラ機器 

アプリケーション 

ECHONET Lite ネットワーク 
（Ethernet） 

ECHONET Liteミドルウェアアダプタ 
通信インタフェース （UART） 

ECHONET Lite 
ミドルウェアアダプタ 
通信インタフェース 

IP 

機器 
オブジェクト 

ECHONET Lite 

ミドルウェアアダプタ
通信インタフェース 

プロファイル 
オブジェクト 

アプリケーション 

ハードウェアやサービスに依存しないプロトコルスタックを提供いたします 
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運営と広報の基盤 

機器同士だけでなく、
HEMS業者同士も繋がり
たい 

 

広報のWebページ 
http://sh-center.org/ 

 

運営のWeb基盤 

センターの予約や開発
キットのダウンロード 

開発中 
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HEMSの関連業者を横断的に宣伝いたします 



Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

11月中旬にβオープンします 
場所 

神奈川工科大学（神奈川県 厚木市 下荻野） 

 

提供するサービス 
HEMS機器のソフトウェアキットを無料で提供します 

HEMS機器のハードウェアのテスト環境を利用できます 
• 本プロジェクト期間中（2014年度末まで）は格安提供の予定です 

 

利用方法 
Webにて施設利用の受付を行います 

施設受付，ソフトウェアダウンロードのためのサイトを現
在準備中です 

広報サイト（http://sh-center/）にてお知らせします 
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WEBから見える 

未来のスマートハウス 
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A NEW WAVE 
TRANSFORMATIONS 

of 

Just as the Web has 
transformed 
everything… 

…It will transform 
everything again 
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ウェブアプリケーションプラットフォームは、 

“ビジネスプラットフォーム”へ 

Browsing Platform  

Application Platform (HTML5)  

PC Mobile TV 

Interface 
=HTML+ CSS+API+? 

Car 
Navi 

CE 
Devices 

E 
Powe

r 

Etc 
Industr

y 

Business platform 

W3C 
Members 

BML,CE-HTML, 
LDLNA,** 

CAN,** WAC,** 
DLNA,ECHONE
T,BacNet,** 
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The Web of Things 

http://ercim-news.ercim.eu/content/view/343/536/ 

It's not the wires - it's the computers  
It's not the documents - it's the things  
The World of Things ... on the Web  
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Webのさらなる広がり 
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インターネットが広がり、人とのインターフェースがWebへと広がる。 
ホームITは、「繋ぐ」の次へ「使う」の時代になる。 
Web は「使う」のプラットフォームとして広がる。 
 
サービスのアプリケーションの、プログラム実行プラットフォームとして「Web 」を捕える
必要がある。Webは急速に機能向上して拡大している。 
 
日本には、世界に先行する 
１）FTTHなど高速インターネット活用環境の経験がある。 
２）モバイルインターネット活用の環境と経験がある。 
２）Felicaチップ利用など、サービスの環境がある 
３）ホームITでのサービス経験がある。 
 
世界は、インターネットでのサービスでの遅れを、open Web application  
platform上でのビジネスへ切り替え、（サービスを飲み込み）、追い抜こうとしている。 

あらゆる社会の基盤がWoT (Web of Things)で 
再構築されようとしています。 
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The Web of Thingsのインパクト 

Identifier(識別子）さえあれば、どんな事物・概念も 

コンピュータネットワーク上で取り扱うことができる 

IdentifierがURIであれば、WWW上で取り扱うこと
ができる 

モノ・場所・人・時間……あらゆるものが 

URIをもち、WWW上で相互に関連付けられ、 

計算処理されることにより、高度なサービスが 

提供される世界。それこそが、、、、、 

The Web of Things 
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全てのサービスはWeb Application Platform上へ 

Adaptor Service 
Server 

Only use web 
technologies 

GTW, TCP/IP, Java, OS, 
API… 

Cloud, agent, internet, ..  

世界は、インターネットでのサービスでの遅れを、 
open Web application platform上でのビジネスへ切り替え、 
（サービスを飲み込み）、追い抜こうとしている。 

On open Web application platform On open Web application platform 

Web of things 

Web of things 
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A NEW WAVE 
TRANSFORMATIONS 

of 

Just as the Web has 
transformed 
everything… 

…It will transform 
everything again 
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日本は重要なウェブ標準開発の拠点 

World Wide Web Consortium (W3C)の拠点 

MIT CSAIL （当時はLCS） 

ERCIM (欧州情報処理数学研究コンソーシアム) 

慶應義塾大学SFC研究所（湘南藤沢キャンパス内） 
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(C) 2012 慶應義塾大学
SFC研究所 次世代Web応

用技術・ラボ 
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スマートハウスを世界へ 
HEMSはエネルギー問題に対する一つの処方箋。 
万能ではないが、今すぐできること。 

ECHONET Liteは、日本で培われた技術であるが、 
世界に類を見ない素晴らしい部分を持っている。 
１）機器コマンド（約９０種類の機器へのコマンド）規格。 

２）従来機器でも対応できるミドルウェアアダプタ規格。 

３）機器でもIPアドレスが扱える先進規格。 

世界は、オープンWebプラットフォームへ移っており、
Webが全てのビジネスプラットフォームになりつつある。
世界と共通なプラットフォームでビジネスをする時代。
世界へ発信することが大切。 

日本発の技術=ECHONET Liteを、ガラパゴス化させ
るのではなく、世界へ発信しよう。先に世界に出せば
活用され、世界の知恵と一緒に進化できる。 
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ご清聴ありがとうございました 
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